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平成 23年度

決　算
　9月議会定例会において認定された決算は、平成 23 年 4月 1日から平成 24 年 3月 31 日までの歳入及
び歳出です。地方公共団体は地方自治法により決算の内容を、町民の皆さんにお知らせすることになっ
ています。
　決算に表れる数字は、その年度内に町がどんな仕事をして、いくらお金がかかったかを読み取ること
ができます。また、これからの動向や財政の状況を示す指標としても、大切な役割を担っています。
　町が行う仕事は、住民福祉の向上や産業・教育文化の振興、道・水路や施設等の社会基盤の整備等多
岐にわたっています。これら通常の業務に関して処理するものを一般会計、国民健康保険や介護保険等
特定の目的のため一般会計の歳入・歳出と区別して別個に処理するものを特別会計といい、それぞれに
会計処理を行っています。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

で
68
億
９
，７
４
９
万
円（
前
年
度
比
44
．
５
％

増
）、
歳
出
で
61
億
６
，
１
８
５
万
１
千
円
（
前

年
度
比
42
．
８
％
増
）、歳
入
歳
出
差
引
額
（
形

式
収
支
）
は
７
億
３
，
５
６
３
万
９
千
円
と
な

り
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
決
算
規
模
が
増
加

し
た
要
因
は
、
歳
入
で
は
東
日
本
大
震
災
に
か

か
る
震
災
復
興
特
別
交
付
税
、
国
庫
補
助
金
及

び
県
補
助
金
の
大
幅
な
増
が
主
で
あ
り
、
歳
出

で
は
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
復
旧
・
復
興
事

業
の
大
幅
な
増
、
藤
田
小
学
校
体
育
館
改
築
事

業
の
増
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
が
大
き
く
増

加
し
た
こ
と
や
除
染
事
業
、
災
害
救
助
費
等
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

国
見
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業
、
災
害
復

旧
事
業
及
び
除
染
対
策
事
業
等
の
24
年
度
へ

の
繰
越
明
許
費
及
び
事
故
繰
越
し
が
１
億
３
，

５
４
２
万
６
千
円
と
な
り
、
こ
れ
を
歳
入
歳

出
差
引
額
か
ら
引
い
た
６
億
21
万
３
千
円
が

実
質
収
支
決
算
額
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
前
年
度
実
質
収
支
額
２
億
７
，

７
６
２
万
７
千
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支

額
３
億
２
，
２
５
８
万
６
千
円
に
、
財
政
調
整

基
金
の
積
立
額
５
９
万
円
及
び
町
債
の
繰
上

償
還
額
９
，
１
２
４
万
５
千
円
を
加
え
、
黒

字
要
素
や
赤
字
要
素
を
取
り
除
い
た
収
支
状

況
を
見
る
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
４
億
１
，

４
４
２
万
１
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

普通建設費
（補助・単独事業費）

（災害復旧事業費）

①歳　入　　　　　　　　　　68 億 9,749 万円
②歳　出　　　　　　　　　　61 億 6,185 万円
③差引（①－②）　　　　　　　7億 3,564 万円
④翌年度へ繰越すべき財源　　  1 億 3,543 万円
⑤実質収支（③－④）　   　　　  　   6 億 21 万円
⑥単年度収支                                    3 億 2,258 万円
⑦財政調整基金積立額　　　　　　　　59 万円
⑧財政調整基金取崩金 　　　　　　　　   0 万円
⑨町債繰上償還金　　　　　　　　　9,125 万円
⑩実質単年度収支（⑥＋⑦－⑧＋⑨）
　　　　　　　　　　　　　　    4 億 1,442 万円
※⑥単年度収支は、実質収支から前年度の実質収支
　を差引いた数値です。
　⑩実質単年度収支は、財政調整基金及び町債繰上  
　償還分を加減した数値です。

一般会計決算収支の状況

改築された国見小学校体育館
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　一般会計の歳入の 41.2％を占める
地方交付税は、県や市区町村が一定の
行政水準を保つため、地方の固有の財
源として国から交付されるもので、そ
の財源は所得税や法人税・酒税等が充
てられます。次に多いのが国・県支出
金で 25.8％を占め、補助の対象となる
事業ごとに制度に基づき申請し交付を
受けています。3番目は、町民税や固
定資産税、たばこ税等町民の皆さんに
納めていただいた町税で 13.3％を占め
ています。4番目は、前年度繰越金で
6.6％、5番目は、各種事業の財源とし
て借入れた町債で 6.2％を占めていま
す。なお、町債は後年度にその元利償
還金の一部が地方交付税に算入されて
交付されるものを活用し、財政負担の
軽減を図っています。以下、歳入の内
訳表（グラフ）のとおりです。

　歳出の内訳は、割合の多い順に、民生
費、災害復旧費、教育費、総務費、衛生
費、公債費、消防費、土木費、農林水産
業費などとなっており、冒頭の記述のと
おり歳出総額では平成 22 年度に比較し
て 42.8％の大幅増となりました。
　特に、町債残高は平成 17 年度をピー
クに減少しており、借入金の返済にあた
る公債費は、平成 24 年度以降は減少す
ると見込んでいます。また、児童や高齢
福祉等の経費に使用される民生費、保健
衛生対策や伊達地方衛生処理組合負担
金、公立藤田病院負担金等の経費を含む
衛生費、人事や企画、税務事務等に係る
総務費等も大きな割合を占めています。
　歳出は、お金を出す性質別にも区分す
ることができ、人件費、物件費、扶助費、
補助費、普通建設事業費、公債費等に分
けられます。
　特に、普通建設事業においては、東日
本大震災にかかる災害復旧事業費が大幅
に増加したことにより、決算規模で増加
となった要因となっています。

歳入　68億 9,749 万円

歳出　61億 6,185 万円
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町
の
財
産
は
、
土
地
、
建
物
、
山

林
、
出
資
金
、
基
金
、
物
品
等
が

あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
末
の
残

高
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　土　　地　　　　　　　　　　　　１，０９７，２２５㎡        　　　　　　　　
　建　　物　　　　　　　　　　　  　　　６０，８７５㎡　　　
　山　　林　                                               ３，０９６，３８４㎡
　動　　産　　         渇水対策施設用送水管７，１００ｍ及びポンプ５基
　有価証券 　　             　       　             　６４６万円（４件）
　出 資 金 　                            １０億７８６万９千円（２１件）
　物　　品　　         自動車・バス等２５台、ピアノ・彫塑等１８台 ( 基 )
　　　　　           　   　　　　　　    消防ポンプ車等１８台
　債　　権　　  　                        １億４８８万３千円（奨学金貸付金等５債権）
　基　　金　　                   １９億５，４６７万９千円（１５基金）

財
　
産

デマンド型乗合タクシー事業　　　　　　　   ８５６万円
交通安全対策推進事業　　　　　　　　   　　３１２万円
地籍調査事業　　　　　　　　　　　　  　 　３１９万円
水道施設整備事業（出資金含む）　   　　　６，１５８万円
活排水処理対策事業　　　　　     　         　７，９５１万円
し尿・ごみ処理対策事業（負担金含む）        ９，００２万円
災害廃棄物処理支援事業（解体事業）６億２，７９７万円
松くい虫防除事業　　　　　　　　　          １，８２１万円
農道整備事業　　　　　　　　　　              　  ８０２万円
県営老朽ため池整備事業　　　　　              １，１４７万円
森林加速化・林業再生基金事業　　  　        ２，２２３万円
町道整備事業　　　　　　　　　　　          ３，３２１万円
町営住宅維持管理事業　　　　　　　          １，７３０万円
農林水産業施設災害復旧事業　　  　            ６，８８２万円
公共土木施設災害復旧事業　　              １億１，３８３万円
下水道災害復旧事業　　　　　　        １億９，２１４万円

子ども医療費助成事業　　　　　　　　     ４，６９０万円
子ども手当（一部児童手当含む）及び児童福祉事業  １６，０８２万円
健康増進・健（検）診事業　　　　  　        ４，９３２万円
放射線対策事業　　　　　　　　　　  　   １，０８１万円
母子保健推進事業　　　　　　　　　    　   　５３１万円
地域医療施設整備事業（病院負担金等）５億３，６３３万円
高齢者医療制度推進事業　　　　　     １億３，５６２万円
高齢者福祉サービス事業　　　　　　       ２億３７９万円
障がい者福祉推進事業　　　　　　     １億１，９３７万円
地域福祉推進事業　　　　　   　　             　　６４５万円
防災基盤整備・防災対策事業　   　　  １億３，９８８万円
消防・救急対策事業　　　　　    　      １億９，５０２万円
防犯対策推進事業　　　　　　　        　      　６００万円

農業委員会事業　　　　　　　　　　　　　８４４万円
農業振興対策事業　　　　　　　　　  　３，６６６万円
有害鳥獣対策事業　　　　　　　　　　　　２９４万円
東日本大震災農業資金保証料補助事業　　　２３１万円
放射性物質低減化対策事業　　　　           ４，１６１万円
畜産振興事業　　　　　　　　　             　　１６６万円
商工業振興事業　　　　　　　　　  　  　１，４７６万円
東日本大震災中小企業資金保証料補助事業      ４５１万円
シルバー人材センター助成事業　　　　　      ３２０万円
ふるさと雇用再生特別基金事業　　　　          ２５２万円
緊急雇用創出基金事業　　　　　　　          ３，１９３万円
ちづくり推進事業　　　　　　　　　   　         ６２５万円
道の駅設置推進対策事業　　　　　　　   　   ７０３万円

幼稚園運営事業　　　　　　            　          １，４５０万円
保育所運営事業（季節含む）　             　       ７，９９３万円
放課後児童健全育成事業）　　              　      １，０６０万円
育施設の整備改修事業（体育館外）　   ３億５，５７２万円
放射能対策事業　　　　　　　　          １億４，１９７万円
教育の充実事業　　　　　　　　　     　     ３，８１４万円
学校保健対策事業　　　　　　　　              ５，１３３万円
青少年健全育成事業　　　 　　      　             　１０１万円
生涯学習推進事業　　　　　　　　　　       　９９４万円
施設改修及び維持管理事業　  　   　           １億１７９万円
芸術・文化・スポーツ振興事業　　              ２，１９７万円
文化財の保護管理事業　　　　　　        　１，０５６万円

地域コミュニティ推進事業　　　　　　     １，２５４万円
広報広聴活動事業（交流事業含む）　　     　　３２８万円
選挙管理委員会事業　　　　　　　　       　　４９７万円
行政事務効率化事業　　　　　　         １億４，８１７万円
広域行政事務事業　　　　　　　　 　        １，５０６万円

「生きがいをもって、いつまでも楽しく働けるまち」づくり 「地域の資源（たから）を活かし、自然と調和したまち」づくり

「互いに支え合い、安心して暮らせるまち」づくり

「地域の資源（たから）を受け継ぎ、心豊かな人を育むまち」づくり

「あたたかく助けあう自主自立のまち」づくり

平成 23 年度 主な事業
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特
別
会
計
決
算

各
種
の
財
政
指
標

　

国
見
町
に
は
独
自
に
議
会
を
持
つ
石
母
田
財
産
区
一
般
会
計
を
除

き
、10
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
の
合
計
額
（
財
産
区
、

水
道
事
業
除
く
）
は
、
歳
入
28
億
３
，
０
５
８
万
６
千
円
、
歳
出
は

27
億
２
，
６
３
６
万
９
千
円
で
、
差
引
１
億
４
２
１
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

公
営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
会
計
で
は
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水

の
安
定
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
、
経
営
の
合
理
化

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
期
純
利
益
が
２
，
０
７
４
万
６
千
円
と

な
り
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
を
加
え
た
当
年
度
未
処
分
利
益
剰

余
金
は
２
，
２
０
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆問い合わせ　総務課　財政係　☎ 585 － 2114

　

平
成
19
年
６
月
に
成
立
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、「
健
全
化
判

断
比
率
」（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
及
び
公
営
企
業

に
係
る
「
資
金
不
足
比
率
」
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
指
標
は
、今
ま
で
公
表
さ
れ
な
か
っ

た
内
容
も
指
数
化
し
財
政
状
況
の
悪
化
を
早
い
段
階
で

見
極
め
、
財
政
破
綻
と
な
る
前
に
対
応
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。
詳
細
は
、(

別
表)

の
と
お
り
で
す
。

（単位：百万円、％）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担
比率が算定されない場合「－」を記載しています。資金不足比率が算定されな
い場合も「－」を記載しています。

区分 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
経常収支比率 ８１．８% 　 ８０．０%　 ８２．６%　

健全化判

断比率

実 質 赤 字 比 率 － － －
連 結 実 質 赤 字 比 率 － － －
実 質 公 債 費 比 率 １７．４%　 １４．９%　 １２．９%　
将 来 負 担 比 率 １０３．９%　 ８５．０%　 ８５．２%　

資金不足

比率

水 道 事 業 会 計 － － －
公共下水道事業特別会計 － － －
土地開発事業特別会計 － － －

地方債現在高（一般会計のみ） ５，２２５　 ５，１４５　 ５，１３９　
積立金現在高（普通会計に属する基金のみ） １，５０５　 １，５６３　 １，７８３　

財 政 調 整 基 金 ７５０　 ８０４　 ８０４　
減　 債　 基　 金 ０　 ０　 ０　
そ　　 の　　 他 ７５５　 ７５９　 ９７９　

平成 23 年度　特別会計決算

平成 23 年度　財産区会計決算

平成 23年度　水道事業会計決算

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支
山 町 育 英 財 産 645            643 2
給 食 セ ン タ ー 94,841 94,174 667
公 共 下 水 道 431,428 410,333 21,095
後 期 高 齢 者 医 療 95,938 95,726 212
国 民 健 康 保 険 1,308,137 1,261,326 46,811
介護保険（保健事業勘定） 875,137 840,703 34,434
介護保険（サービス事業勘定） 2,006 1,920 86
土 地 開 発 事 業 17,779 16,993 786
渇 水 対 策 施 設 4,674 4,551 123

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支
大 木 戸 164 139 25
入 山 241 159 82
石 母 田 890 654 236

会　計　名 歳　入 歳　出 実質収支
収 益 的 収 支 233,591 211,049 22,542
資 本 的 収 支 46,837 63,993 17,156

石母田については財産区議会で認定。※歳入歳出差引額の不一致は、端数処理によるもの。

当期純利益　　　　　千円（税抜き）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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第
17
回
国
見
町
義
経
ま
つ
り
が
９

月
23
日
（
く
に
み
の
日
）
に
上
野
台

運
動
公
園
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
あ
い
に
く
雨
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
は
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
義
経
ま
つ
り
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

国
見
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
参
加
者
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
主
役
と
な
り
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
錦
町
太
鼓
保
存

会
の
勇
壮
な
演
奏
で
幕
を
開
け
、
国

見
小
学
校
６
年
生
児
童
に
よ
る
鼓
笛

演
奏
、
髭
男
爵
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、

奥
州
片
倉
組
に
よ
る
時
代
活
劇
、
テ

リ
ー
斎
藤w

ith

フ
レ
ン
ズ
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
、
フ
ォ
ー
ク
デ
ュ
オ
ふ
た
り

に
よ
る
ラ
イ
ブ
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
縁
日
露
店
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ポ
ケ
モ
ン

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん

あ
り
、
特
に
く
に
み
も
も
た
ん
と
ピ

カ
チ
ュ
ウ
の
コ
ラ
ボ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

絆でつなぐ絆でつなぐ
第17回  

2 0 1 2 . 9 . 2 3（くにみの日）201 2 . 9 . 2 3（くにみの日）

①ステージイベント（時代活劇）を楽しむ皆さん　②開会式のテープカット　③錦町
太鼓保存会による太鼓の披露　④国見小校歌を合唱する児童　⑤国見小鼓笛隊カラー
ガード　⑥国見小児童による鼓笛演奏　⑦国見小鼓笛隊フラッグバトン　⑧奥州片倉
組による時代活劇　⑨髭男爵のお笑いステージ　⑩テリー斎藤with フレンズによるバ
ンドライブ　⑪くにみももたんとピカチュウ、奥州片倉組のコラボ　⑫フォークデュ
オふたりによるライブ　⑬⑭ポケモンコーナーで遊ぶ子どもたち　⑮総合司会の小泉
明日香さん（ふくしま FM）　⑯トルコ衣装姿で会場を盛り上げた参加者　⑰横断幕持
参でふたりを応援する来場者　⑱ポケモンケーナーの釣り遊びを楽しむ子どもたち　
⑲ピカチュウとふれあう子どもたち　⑳縁日露店に並ぶ来場者　21 似顔絵コーナーに
集まる子どもたち　22射的ゲームを楽しむ子どもたち　23多くの方で賑わうフリーマー
ケット　24 まつりのフィナーレを飾る盆踊りを披露する婦人会と JA女性部の皆さん

1

4

7

3

6

2

5
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13

18
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19

22

20

23

16 15

12

8910

17

21

24
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国見の国見の長寿者長寿者
9 月 15 日現在、町内の 90歳以上の方を紹介します。

【男　性】　47名

　　氏　名　           年齢       町内会 氏　名　           年齢       町内会 氏　名　           年齢       町内会
古内　トシ           102　　山崎沢田  
高原　キクヨ　    101　　小坂
齋藤　ハツノ　    100　　石母田北
村上　シモ             99　　第 8
佐久間　ハル　      99　　第 2    
鈴木　カツエ　      98　　大町北      
菊地　アキ             97　　石母田原        
八島　ヨネ             97　　山崎北         
佐久間　マサイ　  97　　上野 
山田　トキ             96　　前田         
大槻　モトエ　      96　　大坂        
菊地　たつ             96　　並柳         
佐久間　アキ　      95　　第 12        
佐野　裕子             95　　第 8          
佐藤　ハン             95　　宮東         
佐藤　シヅエ　      95　　原町
佐藤　きよ             95　　小坂            
野村　チヨノ　      95　　大町南        
八島　ヒデ             95　　高城  
鈴木　あき             95　　錦町  
佐藤　一江             94　　第 2  
吉田　はなよ　      94　　大町南
佐藤　サタ             94　　山崎舘
瀬戸　カツ             94　　中部
実沢　タカ             94　　第 3
佐久間　フミ　      93　　第 12
石川　カツ             93　　第 4
吉田　キミ子　      93　　石母田西
野村　ヒロ             93　　板橋
後藤　マキ             93　　第 12
松浦　キミ             93　　光明寺
渋谷　キン             92　　光明寺
佐野　シン             92　　第 8
佐藤　シケ             92　　第 2
德江　キヨ             92　　宮東

朽木　キエ子         92　　前田
八巻　チヱ             92　　徳江北
赤井畑　フテ         92　　駅前
鈴木　カン             92　　大町北
大橋　タケ             92　　滝山
古川　米　　　      92　　宮町北
大槻　サダ子　      92　　大町南
小畑　セツ             92　　駅前
大波　ツヤ             92　　第 9
大庭　チヨノ　      92　　山崎小舘
樋口　ハナ             92　　錦町
原田　サタ             92　　太田川
齋藤　ミツ             92　　徳江北
石川　キチ             92　　駅前
齋藤　カネ             91　　宮東
遠藤　キヨミ         91　　並柳
佐久間　イネ         91　　第 1
竹谷　ツメ             91　　徳江北
佐藤　ハツ             91　　第 4
佐久間　トメ         91　　第 12
山本　テル             91　　宮町南
松浦　トリ             91　　築舘
池田　ナヲ             91　　山崎沢田
齋藤　ハツ             91　　徳江北
吉田　ニシ             91　　山崎舘
佐藤　ひさ子         91　　滝山
千葉　トリヨ         91　　山崎小舘
佐藤　榮                 91　　石母田西
吉田　シゲ             91　　山崎舘
齋藤　ヤス             91　　山根
髙橋　あきの         91　　山崎北
吉田　サダ             91　　第 4
佐藤　トヨ子         90　　上野
朝内　敏　    　　  90　　山崎宮舘
齋藤　フミ             90　　太田川

高原　キクヨ         90　　山崎沢田
菊池　マサヨ         90　　中部
鈴木　ノブ             90　　第 1
岡田　ヂン             90　　貝田
後藤　マツ             90　　宮町北
杉田　マチ             90　　山崎耕谷
佐藤　ムメ             90　　宮町南
菊地　ヤス             90　　山崎耕谷
蓬田　三四             90　　高城
阿部　きみ             90　　大木戸
髙橋　ユキ             90　　山崎舘
滝川　ふみ子         90　　町東
阿部　きよ             90　　貝田
後藤　志な             90　　高城
松浦　キミ             90　　築舘
瀬戸　フサ             90　　中部
鈴木　サチ子         90　　大坂
浅野　タツ             90　　山根
阿部　ツル             90　　駅前
鈴木　幸子             90　　川内
遠藤　キミ             90　　光明寺
佐藤　シン             90　　山崎小舘
佐久間　シガ         90　　第 12
鈴木　キチ             90　　宮町南
松浦　スギ             90　　石母田原
玉手　欣子             90　　中部
松浦　ツルノ         90　　大木戸
髙橋　ハツエ         90　　貝田
菊地　あさ子         90　　大町南
曵地　まつよ         90　　本町
松浦　ヒロセ         90　　大木戸
大沼　ヂン             90　　貝田
髙橋　八重子         90　　泉田中

【女　性】　103 名

　　氏　名　           年齢       町内会 氏　名　           年齢       町内会 氏　名　           年齢       町内会
片桐　功　           101　　錦町  
佐野　貞治　　    100　　第 8
遠藤　義亮　 　　 98　　宮町北
髙村　正吉　 　　 97　　大坂
佐藤　充作　　　  95　　第 7   
寺島　忠衞　 　　 94　　第 4 
遠藤　芳之助　  　94　　内谷東        
岡本　眞策             94　　小坂         
遠藤　喜市　 　　 94　　鳥取
熊坂　修一             94　　太田川         
岡田　忠次　     　 94　　貝田        
德江　茂吉             94　　 第 7        
髙橋　德平　      　94　　貝田       
後藤　忠三             93　　太田川         
秦　長藏            　 93　　宮町北         
高橋　良友　     　 93　　宮町北

吉田　倉治             92　　大町南 
佐藤　利雄             92　　石母田表
高野　喜吉　　      92　　大坂
黒田　武夫             92　　泉田下
村上　吉三             92　　第 9
古川　伸郎　　      92　　宮町北
佐藤　三郎　　      91　　高城
德江　隆       　      91　　宮東
吉田　清         　    91　　山根
佐藤　喜八　 　     91　　川内
佐久間　唯重　　  91　　第 1
村上　誠一             91　　大木戸
佐藤　庄平             91　　泉田下
菊地　春樹             91　　第 12
佐野　八郎             91　　第 8
髙橋　勝男　     　 91　　板橋南

髙橋　藤右エ門      91　　第 12
阿部　榮作　         91　　泉田下
穗苅　美作             91　　大町南
村上　太一             90　　第 8
熊坂　幸平             90　　本町
村上　正義             90　　第 8
佐藤　德一郎         90　　石母田表
松浦　誠二             90　　大木戸
佐藤　正雄             90　　原町
松浦　周吉             90　　大木戸
菊地　半藏             90　　石母田原
宍戸　順平  　       90　　宮町北
佐藤　順之助         90      　　　　　　　　　　貝田
安藤　守茂             90　　前田
齋藤　實      　       90　　石母田北

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
…

いい
つつ
まま
でで
も
おお
元元
気気
でで

いい
つつ
まま
でで
も
おお
元元
気
で

敬敬  
老老  

会会

　

平
成
24
年
度
敬
老
会
が
９
月
15
日
、
町
内
３
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
今
年
は
藤
田
・
小
坂
・
大
木
戸
地
区
が
合
同
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
敬
老
会
に
は
75
歳
以
上
の
方
が
招
待
さ
れ
、
今
年
度
町

内
で
の
対
象
者
と
な
っ
た
の
は
１
７
７
５
名
で
し
た
。
敬
老
会
の
式

典
で
は
、
記
念
品
贈
呈
や
表
彰
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
御
祝

を
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歌
や
遊
戯
、
地
区
の

皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
敬
老
者
の
皆
さ
ん
は
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

藤田・小坂・大木戸地区藤田・小坂・大木戸地区

森 江 野 地 区

大 枝 地 区

森 江 野 地 区森 江 野 地 区

大 枝 地 区大 枝 地 区
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　前列左から、亀岡彦久桑折地区交通安全協会長、八島博正町議会議長、佐藤力町長、大河原薫県北地方振興局長、
前田永伯福島北警察署長、緑川悦夫福島北警察署桑折分庁舎所長
　後列左から、佐藤京子国見町交通安全母の会長、富野秀雄国見町シルバー交通安全推進隊長、佐藤三男桑折地区交
通安全協会副会長、鈴木光雄桑折地区交通安全協会藤田部会長、佐藤悦郎桑折地区交通安全協会森江野部会長、松田
正一桑折地区交通安全協会大木戸部会長

　

国
見
町
は
９
月
４
日
、「
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
三
千
日
」
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

同
日
、
町
交
通
対
策
協
議
会
長

の
佐
藤
力
町
長
が
大
河
原
薫
県
北

地
方
振
興
局
長
か
ら
福
島
県
交
通

対
策
協
議
会
長
（
福
島
県
知
事
佐

藤
雄
平
）
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。
佐
藤
町
長
は
「
警
察
を
は

じ
め
、
交
通
安
全
関
係
団
体
の
皆

様
の
努
力
の
賜
物
で
す
。
今
後
、

四
千
日
、
五
千
日
と
続
け
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

国
道
４
号
や
交
通
量
の
多
い
幹

線
道
路
を
抱
え
る
当
町
で
の
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
三
千
日
達
成
は
大

変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
県
北
地

方
で
最
長
、
県
内
で
は
葛
尾
村
、

川
内
村
に
次
ぎ
３
番
目
の
記
録
と

な
り
ま
し
た
。

交通事故死者ゼロ交通事故死者ゼロ３０００日３０００日達成！達成！

県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰
を
伝
達

県
交
通
対
策
協
議
会
長
表
彰
を
伝
達

２０１２．９．４ ２０１２．９．４ 

▲大河原局長（写真右）から表
彰状を受ける佐藤町長（写真左）

県内の交通事故死者ゼロ
　3000 日以上達成市町村

な
り
ま
し
た

　我々交通安全に携わる役員としては、本当
に達成できたことを嬉しく思います。これも
ひとえに福島北警察署交通団体、町民の皆さ
ん、国道 4号線を通る運転者の方々など、一
人ひとりのご協力の賜物であります。
　思えば、平成 19 年 3月の 1000 日達成表
彰以来、1500 日、2000 日、2500 日、そし
て 3000 日達成と国道 4号線の上下車線の
立看板に町交通安全親和会として「国見町
死亡事故ゼロ○○○○日達成」という文字
を取り替えて来ました。
　しかし、我々はこれが通常の姿であって
ほしいのです。そして、悲しい事故などあっ
てはならず、4000 日、5000 日と続く事を
祈ります。

「交通事故死者ゼロ 
  3000 日達成にあたって」

桑折地区交通安全協会
副会長
　佐 藤  三 男　さん

0 1000 2000 3000 4000 5000

4,040日

4,113日

3,000日

葛尾村

川内村

国見町
※ゼロ日数は
  H24.9.4現在
  の日数です。

（障がい者虐待とは）
①養護者による障がい者虐待
②障がい者福祉施設従業者などによる
　障がい者虐待
③使用者による障がい者虐待

～～ 10 月 1日から
　　障害者虐待防止法が施行されました　　障害者虐待防止法が施行されました～～
　障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律）が
施行されたことに伴い、平成 24 年 10 月から障がい者の虐待防止や早期発見、障がい者が
身近な地域で安心して暮らしていけるよう支援するための相談窓口「ふくしま障害者虐待防
止センター」を 2市 3町（福島市、伊達市、桑折町、川俣町、国見町）の共同で開設しました。
　また、障害者自立支援法に基づき、さまざまな相談をお聞きし、困りごとや悩みごとなど
を一緒に解決していけるよう支援を行う「ふくしま基幹相談支援センター」を 2市 3町共
同で開設しました。
　障がい者の虐待を発見した場合や虐待の疑いがある場合は、ご相談ください。

「あれっ？虐待かな・・・」と思ったら
≪連絡先≫　◆国見町保健福祉課社会福祉係　　☎ 024-585-2793
　　　　　　◆ふくしま基幹相談支援センター
　　　　　　　（ふくしま障害者虐待防止センター）☎ 024-592-2025
　　　　　　　日中（月曜から金曜）　8時 30 分から 17 時 15 分まで

障がいのある方の権利を守るために障がいのある方の権利を守るために

≪虐待の種類≫

①身体的虐待 身体に外傷が生じ、若しくは生じる恐れのある暴行を加え、また正当な理
由なく身体を拘束すること。

②性的虐待 わいせつな行為をすることまたはわいせつな行為をさせること。

③心理的虐待
著しい暴言または著しく拒否的な対応その他著しい心理的外傷を与える言
動を行うこと。

④ネグレスト 衰弱させるような著しい減食または長時間放置等、上記①～③に掲げる行
為と同様の行為の放置等。

⑤経済的虐待 財産を不当に処分すること、その他不当に財産上の利益を得ること。

　障がい者に対する虐待は、障がい者の
尊厳を損なうものであり、障がい者の自
立及び社会参加をすすめるためには障が
い者に対する虐待を防止することが極め
て重要です。この法律は、障がい者に対
する虐待の禁止、国などの責務、虐待を
受けた障がい者に対する保護及び自立の
支援のための措置、養護者に対する支援
のための措置等を定めることにより、障
がい者虐待の防止、養護者に対する支援
などに関する施策を促進し、障がい者の
権利利益を擁護することを目的としてい
ます。

がい者に対する虐待は 障がい者

障害者虐待防止法障害者虐待防止法
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平成 25
年 
国見町成人式国見町成人式

■期　日    平成 25 年 1月 13 日（日）
■日　程    受  付      12 時 30 分から
          　　   式  典      13 時 30 分から 14 時頃
            　     記念ﾊﾟｰﾃｨｰ  14 時 40 分から 15 時 30 分頃
■会　場    国見町観月台文化センター   大研修室
■該当者　平成 4年 4月 2 日から平成 5年 4月 1 日までに生まれた国見町在住の方を対象
　　　　　としますが、町外在住の方で出席を希望する方は、教育委員会生涯学習課へお申
　　　　　し込みください。
■内　容    式典では、成人証書と記念品の贈呈があります。
                 　式典後には、記念写真撮影や記念パーティーを行う予定です。
                 　詳しいことは、12 月上旬に該当者あてに送付される案内状をご覧ください。
■問い合わせ・申し込み先
　　　　　教育委員会 生涯学習課（観月台文化センター内） ℡５８５－２６７６

≪男性　48名≫
阿部　貴迪　　阿部　智一　　安藤　恭平
安藤　正行　　伊藤　拓也　　伊藤　知仁
岩城　賢明　　大掛　倫太郞　菊地　昭広
菊地　匠　　　熊坂　尚人　　後藤　翔太
後藤　尚貴　　紺野　真一　　斎藤　誠司
酒井　陵　　　佐久間大樹　　佐久間英之
佐藤　慶太　　佐藤　祥太　　佐藤　大介
佐藤　大輔　　佐藤　徹　　　佐藤　僚哉
佐藤　光　　　佐藤　史章　　佐藤　誠
佐野　勇樹　　宍戸　満　　　清水　有峻
鈴木　翔太　　関　雄太　　　関根　健太
髙橋　司　　　高原　諄持　　田島　竜
千葉　春樹　　千葉　浩　　　冨永　洸
永井　貴大　　中山　宗俊　　橋本　大樹
長谷川良太　　松田　将太　　村木　拓馬
山田　将　　　吉田　慎平　　渡邉　翔

【合計 103 名】

新成人者名簿新成人者名簿
   

≪女性　53名≫
青山　友美　　浅野由希恵　　阿部　杏奈
阿部　椎菜　　阿部穂奈美　　安藤　瞳
和泉　早恵　　一條　織恵　　梅谷　莉奈
大友はるな　　大沼　早紀　　岡﨑美奈子
角田　有梨　　亀岡　望　　　亀山　恵里
齋藤　遥　　　齋藤　美咲　　酒井　久子
坂本　江利　　佐久間佳織　　佐藤　有紗
佐藤　愛鈴　　佐藤　千波　　佐藤　晴香
佐藤　真澄　　佐藤　美幸　　佐藤　路乃
宍戸　真央　　鈴木　真衣　　鈴木　理沙
鈴木　梨奈　　田口みさき　　武田　詩音
武田奈津希　　東海林磨那美　德江　由美
曳地紗也夏　　平野　由衣　　舟山　美穂
穗苅　華奈　　本間　美有　　牧野　由佳
松田　奈々　　三浦万理子　　実沢　梨夏
村上　綾　　　八島　千尋　　八巻　礼
八巻　舞　　　八巻　里奈　　吉田佳乃子
吉田　瑞穂　　蓬田　真子

 （9月 20 日現在 　敬称略）

放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

寄附者　大橋泰子  さん（岐阜県大垣市）
※『ふるさと納税制度』とは、自分が生まれ育った「ふ
るさと」やこれまで深いかかわりのある地域に、何ら
かの形で貢献あるいは応援したいという皆さまの思い
　　を寄附金というかたちで実現できる制度です。

ありがとうございましたありがとうございました

ふるさと納税ふるさと納税

昨年の成人式の様子昨年の成人式の様子

平成 25年度
くにみ幼稚園くにみ幼稚園
藤田保育所藤田保育所
　入園 ( 所 ) 児を募集します

　町では、平成 25 年度のくにみ幼稚園、藤田保育所の入園（所）児童の募集を、11 月 1日（木）
から 11 月 14 日（水）の期間において行いますので、入園（所）を希望する方はお申込みください。
なお、各施設ごとの事業内容等については下記の表をご覧ください。
　幼児教育の適正規模確保のため、平成 25 年 4月に藤田幼稚園・森江野幼稚園の 2つの園を統合
し、新たに「国見町立くにみ幼稚園」を開園いたします。
　平成 25 年度については、早期教育の重要性に鑑み 3歳からの幼稚園入園を導入し、3～ 5歳児
は幼稚園、0～2歳児は保育所で、それぞれ幼児教育・保育の充実を図っていくこととしております。
　また、これに伴い平成 24 年度で全ての季節保育所は廃止となります。

くにみ幼稚園くにみ幼稚園 藤田保育所藤田保育所

設置の目的
・学校教育法に基づき、幼児を保育し
その心身の発達を助長することを目的
とする施設。

・児童福祉法に基づき、親の就労等で
保育に欠ける乳幼児を保育することを
目的とする施設。

設置場所 ・1箇所 ・1箇所

入園（所）対象年齢
・3歳～ 5歳児
（平成 19 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月
1日生まれ）

・0歳児（産休明け）～ 2歳児
（平成 22年 4月 2日以降生まれ）
※ 3～ 5歳児は要相談

入園（所）日
及び

開園（所）日

・月～金曜日
午前 8時 10 分～午後 1時 30 分
（祝祭日、年末年始は休み。夏・冬・春
休みあり。）
〔年間約 200 日開園〕
・必要に応じて、預かり保育を実施し
ています。（平日・土曜日・夏・冬・春
休み）

・月～土曜日
午前 7時 30 分～午後 6時 30 分
（祝祭日、年末年始は休み。）
〔年間約 290 日開園〕
・必要に応じて、延長保育（午前 7時
～ 7 時 30 分、午後 6時 30 分～午後 7
時 30 分）を実施しています。（開所日
全日）

入園（所）対象地区 ・町内全地区 ・町内全地区

保育料

・月額 5,700 円
保育料の外に教材費、給食費等月額
5,000 円程度
・預かり保育を利用する場合は、おや
つ等の実費負担の他、課税状況に応じ
利用料がかかります。

・年齢及び所得に応じ
0円～ 35,000 円（給食費は含まれてい
ます。）
・延長保育を利用する場合は別途利用
料がかかります。

・国見町乳幼児育成支援条例の規定により、小学校就学前の児童が 3人以上い
るご家庭の場合、幼稚園、保育所いずれの施設に入園（所）しても、第 2子の
お子さんの保育料が半額、第 3子以降のお子さんの保育料は無料となります。

入園（所）等の条件 ・預かり保育の利用は、両親が共働き等保育が必要と認められる場合。
・両親が共働き等で保育が必要と認め
られる場合。

入園（所）申込み
の期間等

・平成 25 年度の入園（所）児の申込み期間は、平成 24 年 11 月 1 日（木）～
11 月 14 日（水）（土・日・祝日を除く）です。詳細については、各施設の平
成 25 年度募集要項をご覧ください。募集要項は、以下の問い合わせ先に準備
してあります。

申込み
及び

問い合わせ

・国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　　　　　　   ☎ 585-2119
・藤田幼稚園　　　　　　☎ 585-2334
・森江野幼稚園　　　　　☎ 585-4784

・国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　　　　　　   ☎ 585-2119
・藤田保育所　　　　　　☎ 585-2374

▼平成 25 年度各施設の事業内容はこちら▼▼平成 25 年度各施設の事業内容はこちら▼

　当町に「ふるさと国見町応援寄付金（ふ
るさと納税）」をいただきました。この寄
付金は安全安心のまちづくり・子育て支援
のため役立たせていただきます。

町 み幼稚園

みんなみんな
　まってるよ

～！
　まってるよ

～！
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国  見  町  長  選  挙国  見  町  長  選  挙
国見町議会議員補欠選挙国見町議会議員補欠選挙のお知らせのお知らせ
　11 月 26 日任期満了に伴う国見町長の選挙及び欠員が生じた町議会議
員の補欠選挙を下記の日程により執行することになりました。大切な一
票、みんなそろって投票しましょう。

国見町長選挙・議会議員補欠選挙選挙期日国見町長選挙・議会議員補欠選挙選挙期日

 期日前投票 期日前投票

告示日：11 月 6日（火）

投票日：投票日：11 月 11 日（日）11月 11 日（日）

　投票日当日、都合の悪い方は、告示日の翌日から期日
前投票を行うことができます。早めに投票しましょう。
◆期間　　11 月 7日（水）～ 11 月 10 日（土）
◆場所　　国見町観月台文化センター　期日前投票所
◆時間　　午前 8時 30 分～午後 8時まで

【問い合わせ】
　国見町選挙管理委員会事務局
　☎５８５－２１１１

期日前投票立会人を募集します期日前投票立会人を募集します
　選挙管理委員会では、11 月 11 日に執行する国見町長選挙・国見町議会議員補欠選挙にお
いて、町民の選挙参加と明るい投票所づくりを目指して期日前投票の立会人を下記により募
集します。
◆立会期間　　　平成 24 年 11 月 7日（水）～ 11 月 10 日（土）
◆立会時間　　　午前 8時３０分～午後８時まで
◆場　　所　　　国見町観月台文化センター　期日前投票所
◆報　　酬　　　日額　9，５００ 円
◆募集人員　　　8名（希望者が多数の場合は抽選となります。）
◆対　　象　　　国見町在住の選挙権を有する方
◆申込方法　　　選挙管理委員会事務局（観月台文化センター内　総務課）に直接本人
　及び締切　　　お出でいただき、お申し込みください。※申込締切　10 月 19 日（金）
◆問い合わせ　　国見町選挙管理委員会事務局　☎ 585 － 2111

　国見町に住所のある方で、東日本大震災において被災された皆様については、以下によ
り平成 24 年 10 月１日以降も、引き続き医療機関等の窓口負担（１～３割）・介護保険利
用負担額の減額・免除が延長されます。
　該当される方には 10 月 1日より使用する減額・免除証明書をすでに送付しています。

国見町国民健康保険医療費負担金国見町国民健康保険医療費負担金
介護保険利用一部負担金介護保険利用一部負担金
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。
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一
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さ
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で
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で
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。
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村
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新新
教
育
委
員

教
育
委
員
に
志
村
裕
美
氏

に
志
村
裕
美
氏

〉 （広報くにみ )

す

　昨年までは、義経まつりフォトコンテストとして開催し
ておりましたが、今年より「国見町フォトコンテスト」に
名前を変更し、題材も国見町の PRになる素材からと、今ま
でよりも広がりを持ったコンテスト内容に致しました。
◆題材　　国見町のＰＲになるものであれば何でも構いません。
◆サイズ　・カラープリント４ＰＷ(ワイド四切)又はＡ４版とする。
　　　　　・デジタルカメラによる作品も可
　　　　　　※組写真、合成加工は不可
　　　　　・応募用紙に題名、住所、氏名、電話番号等
　　　　　　を記入し、作品裏面にテープで張付のこと。
◆募集点数　　1人１点まで
◆締め切り　　平成２５年２月２８日（木）必着
◆送 り 先　〒９６９－１７６１
　　　　　  国見町大字藤田字観月台１５ 国見町役場仮庁舎内
　                       国見町まちづくり推進協議会　フォトコンテスト係
◆発表　   審査会終了後、入賞者本人へ通知します。
◆賞　　   １人１賞とします。
　　 ●最優秀賞１点　賞状・トロフィー・副賞３万円
　      ●優秀賞２点　賞状・トロフィー・副賞２万円
          ●特別賞  ２点　賞状・盾・副賞１万円　
          ●入　賞 ５点　賞状・副賞５千円
          ●佳　　作　５点　賞状・副賞３千円
◆主催　国見町まちづくり推進協議会
◆問い合わせ　事務局（国見町企画情報課）　☎ 585 － 2927

第 17回国見町フォトコンテスト募集！
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◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
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課
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係

☎
５
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内
谷
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に
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！

内
谷
地
区
に
桜
の
名
所
を
！

≪免除を受けることができる期限と対象者≫≪免除を受けることができる期限と対象者≫
　【期限】国見町に住所があり、要件に該当する方は、平成 24年 10 月 1日から平成 25 年 2月 28 日
　　　       まで延長されます。
　【免除要件】平成 24 年 9月 30 日以前と同じ対象者
　※後期高齢者医療保険の一部負担免除は平成 24 年 9月 30 日で終了しました。
◆問い合わせ　保健福祉課　国保係　☎ 585-2785　　長寿介護係　☎ 585-2125

▼
日
時　

1010
月月
2121
日
（
日
）

日
（
日
）

　
　
　

　
　
　

      

午
前
８
時

午
前
８
時

【
訓
練
内
容
】

【
訓
練
内
容
】

①
午
前
８
時
に
各
世
帯
に
設
置
し
て

い
る
戸
別
受
信
機
か
ら
、「
避
難
勧
告

（
訓
練
）
発
令
」
の
放
送
を
行
い
ま
す
。

※
各
地
区
中
央
集
会
所
に
設
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し
て
あ
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屋
外
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声
子
局
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か

ら
も
同
様
の
放
送
を
行
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ま
す
。

②
火
の
点
検
、
ガ
ス
の
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栓
確
認
等

を
行
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戸
締
り
を
し
て
、
町
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会
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自

主
防
災
会
）
で
決
め
て
い
る
一
時
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難
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し
て
く
だ
さ
い
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③
町
内
会
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自
主
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会
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者
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難
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練
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終

了
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な
り
ま
す
。
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民
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☎
５
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５
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２
１
１
６

国
見
町
防
災
訓
練

国
見
町
防
災
訓
練
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す
。
今
回
は
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
特
に
防
災
行
政

無
線
（
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
）
を
活
用
し
、

災
害
発
生
時
の
行
動
を
確
認
す
る
た

め
に
、
自
主
防
災
会
（
町
内
会
）
に

よ
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

減額・免除の減額・免除の
延長について延長について

内谷字桐目木二地区山林所有者の皆さん内谷字桐目木二地区山林所有者の皆さん
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復興のハスが開花！
上野薬師溜池（森山字薬師東地内）のハス

　町内の森山字薬師東地内にある上野薬師溜池に今年、
数十年ぶりにハスの花が咲きました。
　ここ数年、花が咲くことがなかった溜池ですが、昨
年の東日本大震災の影響からなのか、今年、突然ハス
が伸び始め溜池の半分を埋めつくしました。8月下旬
にはまるで復興を応援するかのように真っ白な花が咲
き始めました。
　これからも「町の復興ハス」として、来年以降も花
が咲き、町民の方々に元気を届けることが期待されま
す。

社会教育の推進に貢献
福島県市町村社会教育委員連絡協議会表彰を受賞

　平成 24 年度福島県社会教育研究集会が 9月 20 日、
塙町公民館で開催され、蓬田静子さん（駅前：写真左）
と松浦和子さん（石母田原：写真右）が福島県市町村
社会教育委員連絡協議会 6年表彰を受賞しました。
　お二人は、社会教育委員を 6年以上務められ、地域
の社会教育の振興と発展に尽くされた功績が認められ
ての受賞となりました。受賞したお二人は、「これから
も社会教育の発展のために貢献したい」と話して下さ
いました。

再利用できる物品を求めて
旧小学校備品リサイクル販売会

　今年 4月に町内の小学校が一つに統合したことに伴
い、使用しなくなった旧小学校備品のリサイクル販売
会が 9 月 30 日、旧小坂・森江野・大木戸小学校の 3
会場で開催されました。
　各会場には、販売開始時間前から多くの方がお目当
ての物品や掘り出し物を求めて長蛇の列をつくり、3
会場で合わせて 1,000 人ほどが来場し、再利用できる
物品を求めていました。

歩いて心と体をリフレッシュ
町民ウォーキング大会

　今年で 25 回目となる町民ウオーキング大会が 9月
30 日、上野台運動公園を発着点とする往復約 8.3kmの
コースで開催されました。
　今年は、小学生から 80 歳代の方まで 55 名が参加し
ました。参加した方々は、上野台運動公園から大木戸
地区の町史跡の岩淵遺跡や「ふくしまの水 30 選」に認
定された御滝神社を巡るコースを自分のペースでゆっ
くりと歩きながら、自然を満喫していました。

町代表チームが熱戦を展開！
第6回市町村対抗県軟式野球大会

　第 6回市町村対抗県軟式野球大会が 9月 8日開幕し、
町代表チームが佐藤力町長から町旗の委託を受け、県
営あづま球場で開かれた大会に臨みました。
　国見町代表チームは 9月 16 日、初戦で柳津町と対戦
しました。試合は、序盤に先制点を許すなど苦しい試
合展開となりましたが、4回に鈴木康雅選 v手のタイム
リーで 1点を返し、1点を争う緊迫した好ゲームとなり
ました。2点を追う最終回に、内村忠選手の犠飛で 1点
を返すもあと一歩及ばず、２対３で惜敗しました。
　敗れはしましたが、選手たちは町の代表として全力
プレーを見せ、応援に駆けつけた人々や町民の皆さん
に元気と感動を与えてくれました。　

応急手当の啓発のために
公立藤田総合病院で心肺蘇生法を実演

　伊達地方消防組合中央消防署西分署は 9月 6日、公
立藤田総合病院ホールで心肺蘇生法の実演などを行い
ました。この取り組みは、9月 9 日（救急の日）にち
なんで応急手当の普及啓発のため毎年開催しており、
この日は、自動体外式除細動器（AED）や心肺蘇生の
実演などを行い、来院者は的確な応急処置の仕方を学
びました。
　伊達地方消防組合西分署長の大槻昭一さんは「人が
倒れた時の対応を皆さんに知ってほしい。早期に心臓
マッサージをすれば命が助かる場合がある。救急時に
何をすべきかの意識を皆さんに持ってもらう事が大切」
と話してくださいました。

福島・宮城・山形三県の子どもたちが交流
第 32回国見町少年柔道大会

　町柔道スポーツ少年団 OB 会・父母の会主催、町共
催による第 32 回国見町少年柔道大会が 9月 9 日、柏
葉体育館で開催されました。
　大会には、県内各地と宮城・山形のスポーツ少年団
と中学校から 25 チーム約 300 人が出場し、団体戦 3
部門（小学生低学年・高学年、中学生男子）と中学生
女子個人戦（体重別）が行われ、選手たちは日頃鍛え
た力と技を発揮して会場を沸かせました。
　当町の国見町柔道スポーツ少年団も、中学生男子団
体戦で見事に 3位入賞を果たしました。

まちのわだいまちのわだい

×

先発した佐藤宏投手先発した佐藤宏投手 リリーフした佐藤大介投手リリーフした佐藤大介投手

スタンドで声援を送る応援団スタンドで声援を送る応援団試合前に円陣を組む選手試合前に円陣を組む選手

佐藤力町長から町旗の委託を佐藤力町長から町旗の委託を
受ける佐久間裕明監督受ける佐久間裕明監督

開会式で入場行進をする開会式で入場行進をする
町代表選手のみなさん町代表選手のみなさん
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おじいさん・おばあさ
ん 

おじいさん・おばあさ
ん ありがとう！ありがとう！

 小学校・幼稚園で
 

 小学校・幼稚園で
 祖父母参観祖父母参観

　町内の小学校・幼稚園では 9月 4日（藤田幼）と 14 日（国見小・
森江野幼）、敬老の日を前に祖父母参観を開きました。
　子どもたちは、おじいさん、おばあさんに自分たちで作った
プレゼントを渡したり、昔の遊びをしたりして一緒にふれあい、
楽しいひと時を過ごしました。

練習の成果を発揮！練習の成果を発揮！

 国見小学校水泳記録確
認会

 国見小学校水泳記録確
認会

国見小学校国見小学校

森江野幼稚園森江野幼稚園

藤田幼稚園藤田幼稚園

　国見小学校では 8月下旬～ 9月上旬、各学
年ごとに水泳記録確認会が森江野町民プール
で行われました。児童は、友だちや会場に駆
けつけた父母の声援を受け、一生懸命泳いだ
り、潜ったりして、練習の成果を発揮しました。

～ 1年生水泳記録確認会（9/4）の様子～～ 1年生水泳記録確認会（9/4）の様子～

　イキイキ子育てクラブでは 9月 12 日、染め紙
をして遊びました。参加した子どもたちは、折っ
た和紙を赤・青・黄 3色の絵の具で染めました。
最後に和紙をそっと広げると、何とも言えない
きれいな模様に子どもたちから「わぁ～！」と
大きな歓声が上がりました。
　また、9月 26 日、ミニミニ運動会を行いま
した。参加した 15 名の子どもたちは、元気に
かけっこや親子触れ合いなどをして楽しい一
日を過ごしました。

染め紙＆ミニミニ運
動会

染め紙＆ミニミニ運
動会

 イキイキ子育てク
ラブ

 イキイキ子育てク
ラブ

　第 61 回福島県下中学校英語弁論大会が 9月 14
日、猪苗代町で開催され、県北中 3年生の寺島由
加理さんが出場しました。
　9月 7日に国見町青少年健全育成町民会議から
奨励金の交付を受けた寺島さん（写真中央）は「前
回は自分の表現があまりできなかったので、今回
は身振り手振りを交えて自分の表現をしてきた
い」と抱負を述べてくれました。県大会では、大
きな声で表現豊かにスピーチを披露し、自分の力
を十分発揮してきました。

英語弁論で県大会出
場

英語弁論で県大会出
場

 寺島由加理さん（県
北中 3年）

 寺島由加理さん（県
北中 3年）

　県北中 2年生による職場体験学習が 9月 4 日、5
日の 2日間、町内の企業 17 箇所で行われ、実際に
働くことの難しさを体験しました。
　国見郵便局で職場体験をした秦優姫さんは「前か
ら郵便局に興味があったので、今回の職場体験で国
見郵便局を希望しました。大変だったことは、お客
さんと話すことが難しかったことです」と接客対応
の難しさを実感していました。

　県北中学校の 1年生が 9月 4日、総合学習「国見
を知る」の授業に伴う訪問調査のため、役場（仮庁舎）
や藤田駐在所、国見町商工会などを訪問しました。
　訪問先では、事前に準備した質問内容について職
員から説明を受けたり、施設を見学し「国見」につ
いて学びました。生徒たちは、自分たちで訪問先を
選び、連絡をして訪問調査をすることで、国見町へ
の興味を深めると同時に、「働く」ことへの関心を
高めることができました。

働くことの難しさを
体験

働くことの難しさを
体験

 職場体験学習（県北
中 2年生）

 職場体験学習（県北
中 2年生） 中学生が「国見」を

学ぶ
中学生が「国見」を

学ぶ

 職場訪問調査（県
北中 1年生）

 職場訪問調査（県
北中 1年生）
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保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　
＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊

対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場
国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 12 月 5日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 24 年   8 月生まれ）
・9か月児（平成 24 年   2 月生まれ） 12 月 13 日（木） 　午後 1時 15 分～　　　　　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

　　　親子遊び教室
　お子さんと一緒にあそんだり、保護者同士で日頃の悩みを話
し合ったり、ゆったりとした時間をすごしませんか？
　当日は心理士 ･保育士・保健師 様々な分野のスタッフが待機
しております。申込の必要はありませんので、ぜひ、親子で気
軽に遊びに来てください。

◇対　象　町内在住の就学前のお子さんとその保護者 
　　　　　
◇日　程　平成 24年 10 月 23 日（火） 
　　　　　※次回は平成 24年 12 月 11 日（火）開催予定です。
◇時　間　9時 45 分～ 10 時　受付　
　　　　　
◇場　所　観月台文化センター　第一和室

※本事業は、福島県主催の被災乳幼児と家族の心のケア事業による心の相談会と 
　して、福島県臨床心理士会及び日本ユニセフ協会の協力のもと実施します。

【問い合わせ】保健福祉課 保健係　☎５８５－２７８３

＊＊＊ 1 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

平成 23年 3月 21 日～
平成 23 年 6月 30 日生まれの幼児 12 月 20 日（木） 　午後 1時 30 分～　　　　　　午後 2時

小坂農村総合管理
センター

【健診内容】　
☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
☆心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
☆栄養指導（おやつの試食）もあります。
《持参するもの》
☆母子健康手帳と 1歳 6カ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに ! 

　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、
各保育所の子ども達を対象に食育教室を開催しています。
9月は下記の各保育所で実施いたしました。

【9/6　藤田保育所きりん組】
《テーマ》食材あてクイズ

【9/11　藤田保育所ぞう組】
《テーマ》野菜が大きくなるまで
の様子について

【9/19　大枝季節保育所】
《テーマ》食べもののおなかを
観察しながら、サンドイッチ
を作ってみよう。

9/6 藤藤藤藤藤藤田保田保田保田保田保田保田保田保田保育育育育育所育所育所育所育所きりん

食育食育
だより

「アルコール家族教室」「アルコール家族教室」のお知らせのお知らせ
　県北保健福祉事務所では、アルコールに関する問題を抱えるご家族が、正しい知識を学び、
家族同士の癒し合いにより家族自身の回復を図ることを目的に家族教室を開催しています。
お気軽にご相談ください。

◆日　　程　11 月 16 日（金）　13 時 30 分～ 15 時
　　　　　　12 月 21 日（金）　13 時 30 分～ 15 時
◆場　　所　県北保健福祉事務所
◆申込方法　初めて参加される方は、事前に電話でお申し込みください。
◆申込み・問合せ　県北保健福祉事務所　健康福祉部　障がい者支援チーム
　　　　　　　　　☎５３４－４３００

　お子さんと一緒にあそんだり、保護者同士で日頃の悩みを話
し合ったり、ゆったりとした時間をすごしませんか？
　当日は心理士 ･保育士・保健師 様々な分野のスタッフが待機
しております。申込の必要はありませんので、ぜひ、親子で気
軽に遊びに来てください。

◇対　象　町内在住の就学前のお子さんとその保護者◇対　象　町内在住の就学前のお子さんとその保護者

◇日　程　平成 24年 10 月 23 日（火）◇日　程　平成 24年 10 月 23 日（火）
※次回は平成 24年 12 月 11 日（火）開催予定です。※次回は平成 24年 12 月 11 日（火）開催予定です。

◇時　間　9時 45 分～ 10 時　受付◇時　間　9時 45 分～ 10 時　受付

◇場　所　観月台文化センター　第一和室◇場　所　観月台文化センター　第一和室

※本事業は、福島県主催の被災乳幼児と家族の心のケア事業による心の相談会と
して、福島県臨床心理士会及び日本ユニセフ協会の協力のもと実施します。

【問い合わせ】保健福祉課 保健係　☎５８５－２７８３
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す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ 

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
５
３
４
―
１
９
９
４

放
射
能
と
食
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
講
演
会

　

福
島
県
出
身
で
醸
造
学
・
食

文
化
論
に
お
い
て
有
名
な
東
京

農
業
大
学
名
誉
教
授
の
小
泉
武

夫
氏
を
招
い
て
、
放
射
能
と
食

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
24
日
（
水
）

10
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所　

国
見
町
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー　

大
研
修
室

▼
講
師　

小
泉　

武
夫
氏

▼
演
題　
「
食
の
安
心
と
安
全

〜
放
射
能
対
策
を
含
め
て
〜
」

◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係　

☎
５
８
５
―
２
９
８
６

不
妊
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

〜
不
妊
症
の
正
し
い
知
識

と
理
解
の
た
め
に
〜

▼
日
時　

10
月
20
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時（
受
付
13
時
）

▼
場
所　

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象
者　

不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方

（
夫
婦
）
等
、
不
妊
治
療
に
関

心
の
あ
る
保
健
・
医
療
・
福
祉

関
係
者
等　

▼
内
容　

福
島
県
立
医
科
大
学

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
講
義
と

個
別
相
談

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
先　

 

県
北
保
健

福
祉
事
務
所
児
童
家
庭
支
援

チ
ー
ム

☎
５
３
４
―
４
１
５
５

締
切　

10
月
15
日(

月
）

＊
直
接
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

不
正
軽
油
の
撲
滅
に

ご
協
力
を

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

構
成
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
各
種
の
調
査
や
広
報
活

動
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
灯
油
や
重
油
を
ト
ラ
ッ
ク
の

燃
料
と
し
て
販
売
、
使
用
し
て

い
る
よ
う
だ
。

・
廃
工
場
等
に
不
審
な
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
が
出
入
り
し
て
い

る
。
…
な
ど
。

◆
連
絡
先

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
５
２
３
―
０
０
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス  kenpoku.

kenzei@
pref.fukushim

a.jp

くらしのくらしの
情　報情　報

農業委員会　総会の日程
　
　農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、農
業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時   10 月 18 日（木）　午後 1時 30 分
　　・日時   11 月 20 日（火）　午後 1時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890 

　
今月の今月の
町県民税（第 3期）
国民健康保険税（第 4期）
後期高齢者医療保険料（第 3期）
介護保険料（第 4期）
 納期限は…

     10 月 31 日（水）です。

納　税

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

戸 籍 の 窓 口
8月 21 日～ 9月 20 日受付分

●誕生おめでとう●

　樋口　航
こうだい
大ちゃん（錦町）

　　　雄一郎さん　美樹さん

　幕田　諒
りょう
ちゃん（宮東）

　　　貴士さん　麻里さん

●おくやみ申し上げます●

　佐 　定一さん　84（石母田東）

　佐藤　チヨさん　64（中部）

　菊地　義春さん　72（第 10）

　八島　重利さん　65（滝山）

　谷津　信 さん　90（板橋南）

　德江　賢一さん　63（第 9）

　佐久間忠三さん　90（大町南）

　阿部　保夫さん　80（大木戸）

　松浦　利男さん　87（石母田西）

　掲載を希望されない方は、届出の

際にお申し出ください。

【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
     8 日（木）松浦　知弘さん
   　　            鈴木　道代さん
   22 日（木）八巻　栄子さん
   　　　　　 佐藤　愛子さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

11
月
の
相
談
会

【障がい者相談】
 ・開催日　20日（火）
 ・場所　観月台文化センター
 　　　   保健指導室
 ・時間　午前 10時～午後 4時
 ・相談事業受託者
    特定非営利法人福島・伊達
    精神障害者福祉会 「ひびき
    の会」

新
規
高
卒
者
就
職
面
接

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
に
卒
業
予
定

で
、
地
元
企
業
へ
就
職
を
希
望

す
る
高
校
生
が
参
加
対
象
者
で

す
。
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不

要
で
す
。

▼
日
時　

10
月
30
日(

火)

午
後
１
時
〜
４
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
二
本
松

管
内
事
業
所
30
社
が
参
加
予
定

▼
場
所　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
５
３
４
―
０
４
６
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職

面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
に
大
学
等
を

卒
業
予
定
で
、
ま
だ
就
職
が
内

定
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
平

成
22
年
３
月
以
降
に
大
学
等
を

卒
業
し
、
ま
だ
就
職
が
決
定
し

て
い
な
い
方
が
参
加
対
象
者
で

す
。
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不

要
で
す
。

▼
日
時　

11
月
21
日(

水)

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
12
時
〜
12

時
50
分

合
同
就
職
面
接
会
13
時
〜
16
時

県
内
企
業
70
社
が
参
加
予
定

▼
場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課　

☎
５
２
９
―
５
３
９
６

が
ん
ば
ろ
う
！
ふ
く
し
ま

合
同
就
職
面
接
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
管
内
に

あ
る
事
業
所
に
就
職
を
希
望
す

る
方
が
参
加
対
象
者
で
す
。

参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で

す
。

▼
日
時　

10
月
26
日(

金)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
管
内
事
業

所
25
社
が
参
加
予
定

▼
場
所　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島　

福
島

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
５
２
９
―
６
６
２
６

野
生
き
の
こ
の
出
荷
制

限
に
係
る
損
害
賠
償
相

談
窓
口
に
つ
い
て

　

福
島
県
中
通
り
及
び
浜
通
り
に

つ
い
て
は
、
野
生
き
の
こ
の
出
荷

制
限
区
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
野
生
き
の
こ
を

採
取
・
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り

収
入
を
得
て
い
た
方
に
つ
い
て

は
、
損
害
賠
償
の
対
象
に
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
、
次
の
相

談
窓
口
等
に
よ
り
個
別
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
損
害
賠
償
窓
口
】

◆
住
所　

福
島
市
森
合
町
14
―
11

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
内
（
福

島
市
三
河
南
町
１
―
20
）

　
　　平成 24 年 8月 31 日現在
　　　人口　　10,144 人（△ 24）
　　　男　　　  4,883 人（△ 12）
　　　女　　  　5,261 人（△ 12）
　　　世帯　  　3,339 世帯（ △ 5）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
※
商
工
業
関
係
の
み

◇
上
記
、
相
談
窓
口
の
他
、
県

内
15
ヵ
所
に
窓
口
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
原
子
力
補
償
相
談
室　

０
１
２
０
―
９
２
６
―
４
０
４

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間
９
時
〜
21
時
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪10月≫
10 日 ( 水 ) 本の基本と選び方講座②
11 日 ( 木 ) 阿津賀志学級「寿祝敬老会」
12 日 ( 金 ) 成人式代表者会議
13 日 ( 土 ) 子ども和楽器体験教室③
　　　　　初心者向け陶芸教室④
16 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
18 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
20 日 ( 土 ) 男の料理教室④
　　　　　少年仲間づくり教室「スポーツ吹矢」
21 日 ( 日 ) 体育協会「こころを紡ぐひまわりのつどい」
　　　　　家庭の日
23 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
25 日 ( 木 ) 三学級合同学習「時事問題」
　　　　　子ども移動図書館（国見小 1年生）
　　　　　ブックスタート
27 日 ( 土 ) 国見っ子わんぱく広場 
28 日 ( 日 ) 第 41 回国見町文化祭　音楽芸能発表会
30 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
≪ 11 月≫
  1 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
  3 日 ( 土 )第 41 回国見町文化祭　総合展示会 ( ～ 4日 )
  4 日 ( 日 ) 第 36 回町内一周駅伝競走大会
  5 日 ( 月 ) 休館日
  7 日 ( 水 ) くにみ女性教室「桃の郷唄・ピーチダンス」
10 日 ( 土 ) 子ども将棋教室⑤
　　　　　子ども和楽器体験教室④

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

小
学
生
に
史
跡
案
内

塚野目 1号墳での解説

　

東
日
本
大
震
災
で
損
傷
し
た

屋
根
と
壁
の
修
繕
工
事
を
進
め

て
い
る
、
県
重
要
建
造
物
「
旧

佐
藤
家
住
宅
」
の
現
地
見
学
会

を
９
月
19
日
に
実
施
し
、
31
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
施
工
業
者
か
ら
、

江
戸
時
代
の
建
築
技
術
や
土
壁

の
構
造
、
旧
佐
藤
家
住
宅
の
特

徴
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

最
後
に
は
、
左
官
に
よ
る
壁

塗
り
作
業
の
実
演
も
行
わ
れ
、

土
壁
に
練
り
込
ま
れ
た
藁
の
発

酵
し
た
香
り
に
、
か
つ
て
の
農

村
風
景
を
懐
か
し
む
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

古
民
家
修
復
の
技

旧
佐
藤
家
住
宅  

見
学
会

団結力ＵＰ間違いなし！復興のタスキをつなげ！

第 36回国見町内一周駅伝競走大会第 36回国見町内一周駅伝競走大会
出場チーム大募集 !!出場チーム大募集 !!

11 月 4 日 ( 日 )9 時 00 分スタート

◆上野台運動公園総合運動場　スタート・ゴール
　8 区間　19.0㎞
1区 2.1㎞（石母田）・2区 3.1㎞（小　坂）
3区 2.4㎞（観月台）・4区 1.8㎞（商店街：女子区間）
5区 2.3㎞（森江野）・6区 2.3㎞（大　枝）
7区 2.7㎞（大木戸）・8区 2.3㎞（上野台）

◆お申込み期限　10 月 21 日（日）
　コース図・申込用紙は観月台文化センター窓口で
配布しています。中学生以上の町内在住又は在勤の
方でチームを編成してお申込みください。

※人数が足りなくても、まずはご連絡ください !!

◆問い合わせ　生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

左官による土壁塗り

国
史
跡「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」

国
史
跡「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」

第第
1212
次
発
掘
調
査
が
開
始
！

次
発
掘
調
査
が
開
始
！

■
調
査
期
間

10
月
15
日
〜
11
月
22
日

※
期
間
中
に
現
地
説
明
会
を
開
催

予
定
で
す
。

■
調
査
箇
所

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
付
近
の
防
塁
跡

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

　

国
見
小
学
校
６
年
生（
79
名
）

の
国
見
町
歴
史
探
検
隊
は
９
月

13
日
、
岩
淵
遺
跡
・
森
山
古
墳

群
・
塚
野
目
１
号
墳
・
阿
津
賀

志
山
防
塁
・
小
坂
峠
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
町
文
化
財
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
内
池
育
男
さ
ん
・

小
川
惠
見
さ
ん
・
佐
藤
榮
壽
さ

ん
・
中
村
洋
平
さ
ん
の
４
名
が
、

図
や
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
詳

し
い
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、１
学
期
か
ら「
総

合
」
の
時
間
を
使
い
、
町
内
の

遺
跡
に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
見
学
で
も
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
、
国
見
の
歴
史
や

文
化
財
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会

４
種
目
で
入
賞
果
た
す

　

伊
達
市
及
び
伊
達
郡
内
各
町

で
10
種
目
を
競
う
、
第
31
回
伊
達

地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
９
月
２

日
・
９
日
に
開
催
さ
れ
、
町
体

育
協
会
か
ら
８
種
目
に
１
０
１

名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
柏
葉
体
育
館
で

剣
道
競
技
が
開
催
さ
れ
、
団
体

３
連
覇
を
達
成
す
る
な
ど
活
躍

し
ま
し
た
。
当
町
出
場
チ
ー
ム

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
卓
球
】
第
３
位
、
▼
女
子
単
▽
第
３

位
…
羽
根
正
子
、
羽
根
真
実
子

【
剣
道
】
優
勝
…
佑
武
館
Ａ
、
準
優
勝

…
佑
武
館
Ｂ
、
▼
個
人
６
段
以
上
▽

優
勝
…
朝
内
尚
光
▽
準
優
勝
…
菅
井

和
宏
、
▼
個
人
５
段
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心身ともにリフレッシュ !!
こころを紡ぐ “ひまわり ”のつどい
◆日時　10月 21 日（日）8時 45 分～ 12 時 35 分
◆会場　観月台文化センター体育館
　主催　国見町体育協会　　　　　　     
　後援　国見町、国見町教育委員会
※詳しくは、町体育協会事務局（国見町公民館内）
にお問い合わせください。☎ 585-2676

●第Ⅰ部（9時 15 分～）　
　町体協各部による活動披露と体験
　　○ヨーガ部　　　　○健康体操部
　　○３Ｂ体操部　　　○自彊術部
●第Ⅱ部（11 時 15 分～）
　福島学院大学 2クラブによる公演
　　○アンサンブルクラブ “Ars”( アルス )
　　○ YOSAKOI クラブ
●『語らいスペース』でおしゃべりしませんか。

　9月 20 日（木）、福島北署桑折分庁舎署員、国見町交通安全協会四
部会長ほかによる厳正な審査を行い、応募者 50 名、応募作品数 99 点
の中から次のとおり選出されました。

≪優秀賞≫                                       
　【交通安全（5点）】  
      　○老人と子ども見えたら先ず徐行　　　　　    中村　洋平
     　 ○確認を怠りヒヤリ交差点              　　　 　      唐見　キイ
     　 ○ ｢これぐらい」の小さな油断が大事故に        宮本　　言
      　○まだ来ない車はすぐに目の前に           　　　  渡邊　ミヨ
      　○ハンドルを持ったら常に初心者で       　　      八巻 　洋子
　【災害防災（5点）】 
     　 ○訓練はいざというとき活かされる      　　      近野　キリ
      　○話し合う連絡手段避難場所              　　　　  大勝タカ子
     　 ○決めておけ迷わずいける避難場所         　　   笹木　　弘
     　 ○地震きた慌てないでね火の始末          　　　  笹木　京子
     　 ○あ！地震慌てず戸を開け火の始末         　　   佐藤トシヱ
≪佳作≫                                  
　【交通安全（10 点）】
      　○ケイタイで片手運転事故のもと          　　　  松浦ユキイ
    　  ○夕ぐれの早めのライト命づな            　　　　 松浦ひろ子
    　  ○気配りをあなたも私も車にも           　　　　  菅井　昭子
    　  ○自転車の傘さし運転「あっ、危ない！」   　   菊地　トヨ
    　  ○気をぬかずルール守って慣れた道        　　     相原ミツエ
     　 ○手をあげてわたる勇気が事故防ぐ       　　      阿部　芳子
     　 ○シートベルト締めて安全身を守る        　　     佐藤　紀子
      　○安全は慌てるよりも待つゆとり           　　      武田つな江
     　 ○注意して車が来るよ歩道にも            　　　     阿部　憲二
      　○ ｢あっ、あぶない。｣ 青になっても右左      　高橋不二子
　【災害防災（10 点）】                                     
     　 ○災害時お互い助け明るい町             　　　　    石川　久子
     　 ○つね日頃家族で話し非常時を             　　　    太田　栄子
      　○防災の日常備品の点検日               　　　　      菅井　昭子
      　○話し合う自ら守る家族愛                 　　　　    渡邊　　等
      　○何時おきる避難袋が枕元                 　　　　    羽根田トキ
      　○緊急時日頃のそなえ身を守る           　　　      八嶋　悦子
      　○防災の家族分担話し合い                 　　　　    鈴木　フミ
      　○教訓を活かして守るこの命               　　　      斎藤トモ子
    　  ○防災はみんなで声かけ助け合う        　　         佐藤　圭子
    　  ○しあわせを襲う災害予告なし             　　        佐久間英子　 

平成 24 年度阿津賀志学級
交通安全・災害防災標語入賞作品

第 41回国見町文化祭第 41回国見町文化祭
《音楽芸能発表会》  【観月台文化センター体育館】
　平成 24 年 10 月 28 日 ( 日 )　9 時 30 分開会
《総合展示会》【観月台文化センター体育館】
　平成 24 年 11 月 3日 ( 土 )・4 日 ( 日 )　
　　 9時～16時30分（※4日は15時30分まで）
◆ダンスパーティー【観月台文化センター体育館】
　　10 月 7日 ( 日 ) 18 時～ 20 時 40 分
◆内谷太々神楽公演【旧佐藤家住宅】
　　11 月 3日 ( 土 ) 10 時～ 14 時
◆人形劇・読み聞かせ【観月台文化センター第一和室】
　　11 月 3日 ( 土 ) 10 時、11 時 30 分 
◆国見民話の語り【旧佐藤家住宅】
　　11 月 4日 ( 日 )10 時 30 分、13 時 30 分

◎総合展示会にて個人作品を募集しております。
　詳しくは下記まで問合せください。
※募集締切は 10 月 22 日 ( 月 ) です。
◆問い合わせ　生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676
◆主催　国見町文化団体連絡協議会

 参加無料




